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Ⅰ新技術の解説

１要旨

 飼料用トウモロコシの優良品種として新たに「37D25」 、「34N43」の2品種が選定された。  
 優良品種の選定は、「福島県優良品種（輸入F1サイレージ用トウモロコシ）総合評価基準」（平成15
年改訂）に基づき行った。 

(1) 37D25の特性 
・発芽から黄熟期までの日数が36B08より早い早生タイプ(表1） 
・耐倒伏性はやや劣る(表1） 
・すす紋病、ごま葉枯病、すじ萎縮病、さび病の耐病性に優れる(表2） 
・乾物収量および乾雌穂重割合が高く、収量性に優れる(図１) 
・岩手県、宮城県、山形県、福島県において、乾物収量は36B08より優れる(表3) 

(2) 34N43の特性 
・発芽から黄熟期までの日数が36B08並みの早生タイプ(表1） 
・耐倒伏性に優れる(表1) 
・すす紋病、ごま葉枯病、黒穂病、すじ萎縮病、さび病の耐病性に優れる(表2) 
・乾物収量および乾雌穂重割合が高く、収量性に優れる(図１) 
・東北各県における乾物収量は36B08より優れ、また、青森県、宮城県、山形県、福 島県におい
ては「セシリア」より優れる(表3) 

２期待される効果

 飼料作物の収量向上及び耐病性向上による安定生産が期待できる。 

３適用範囲

 標高500m以下の飼料用トウモロコシ一期作地帯

４普及上の留意点

(1) 播種量 ： 7000本/10a程度 

(2) 適期播種を心がけ、病害発生や倒伏がおこらないよう栽植密度を守る。37D25は耐倒伏性がや
や劣るため密植は避ける。

紋枯病の耐病性は標準品種並みでやや弱いため、多発地域での栽培は避ける。

   

Ⅱ 具体的データ等
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